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(A) Research background

収束プレート境界において海洋プレート沈み込み
は、付加体形成による大陸地殻の成長・増加、あるい
は構造侵食によるその破壊・減少を引き起こす。一
般に太平洋型造山帯の大構造は海溝側から、付加体、
高圧変成帯、前弧盆地堆積体、花崗岩バソリスの 4

つで構成され、幅 300-400 kmにわたる。しかしなが
ら、多くの造山帯ではこれら 4 つの要素が長期に保
持されることはあまりなく、収束境界の網羅的理解
の妨げとなっている。本研究では、海洋プレート沈
み込み帯における前弧域のダイナミクスや沈み込み
面に沿った物質移動経路、応力分布を理解するため、
2 次元動力学モデリングにより、プレート境界岩の
圧力–温度–時間–歪 (𝑃 − 𝑇 − 𝑡 − 𝜖)の履歴を明らかに
し、沈み込みパラメータの変化が前弧域の付加 ·侵食
プロセスに与える影響について議論した。
(B) Methods

I2ELVISコード (Gerya and Yuen, 2007)を用い、典
型的な海洋プレート沈み込み帯を再現した系におい
て、ストークス方程式、連続の式、熱輸送方程式の数
値解を求める 2 次元動力学モデルを構築した。この
コードを用いて沈み込む海洋プレートの岩石強度や
プレートの収束速度などのパラメータを変更した計
5つのモデルの計算機実験を行った。
(C) Results and Discussion

本研究における 5 つのモデルの計算結果は、定常
的に付加体が形成されるモデルと付加成長から構造

侵食への移行がみられたモデルの 2つに大別された。
前者は海溝付近における剥ぎ取り付加と地下 15∼30

km付近での底付け付加により付加プリズムとドーム
型のデュープレックス構造が形成され、デュープレッ
クス構造が進行中の底付け付加や地殻浅部の正断層、
侵食の影響により地表まで上昇した。後者の時間発
展は付加成長期、付加成長から構造侵食への移行期、
構造侵食期の 3 つの段階に分けられた。付加成長期
の詳細な時間発展は前者のものと一致する。移行期
においては付加プリズムとデュープレックス構造が
構造侵食によって破壊される一方、深度 25∼45 km

において底付け付加が起こり 2 回目のデュープレッ
クス構造の形成が起こった。構造侵食期においては
付加成長–構造侵食境界の沈み込みにより最終的に 2

回目のデュープレックス構造が破壊された。モデリ
ングにおいて沈み込む海洋地殻が含水の時に付加成
長が、無水の時に構造侵食がそれぞれ優勢であった
ことから、付加成長と構造侵食という 2 つの現象の
どちらが起こるかは沈み込む岩石の強度に依存する。
また、プレートの収束速度は沈み込み帯前弧域のダ
イナミクスに影響を及ぼすが、小規模のアスペリティ
は影響を及ぼさないことも示唆された。
(D) Conclusions

本研究では沈み込み帯の 2 次元動力学モデリング
により海洋プレート沈み込み帯が付加成長型になる
か構造侵食型になるかは沈み込む海洋地殻の岩石強
度に強く依存することが示された。
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